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今、鉄道の安全と信頼が大きく脅かされています。会社施策のスピードが早

まる中、効率化という名のもとに設備や人にかけるコストを削減、技術継承や

ノウハウが蓄積されずに人の命に直結する大事故が増えてきています。 

ハインリッヒの法則でいう１：２９：３００のうち２９といわれる事故が 

ここ数年で多発しています。 

いつ重大事故といわれる１の事象が 

発生しても不思議はない状況です。 

今から２０年前の４月２５日、 

福知山線脱線事故が発生した際には、 

乗務員も含め多くの乗客の命が失われ 

ました。そして同年１２月２５日には 

羽越本線で突風による列車脱線事故が 

発生し、そこでも乗客の命が失われています。 

JR に限らず鉄道は「安全」であることが乗客から「当たり前」と思われて

います。その「当たり前」の信頼が今、また崩れ去ろうとしています。 

先日、１０月５日に東急電鉄田園都市線 梶が谷駅構内での列車衝突脱線事

故が発生しました。死傷者は発生しませんでしたが、他社の事故だからと思わ

ずに私たちにも置き換えて教訓化することが大切です。人為的なミスや機械的

なミス、システムのミスはあって当然です。それは人間がつくり出しているか

らです。最終的な安全を守るのもまた人間です。 

安全は当たり前ではありません。潜んでいるのは常に「危険」です。私たち

鉄道で働く労働者は命が価値基軸です。事故の芽を現場から摘んでいこう！ 
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